
１　地域における農業の将来の在り方

（１）　地域計画の区域の状況

ｈａ

ｈａ

ｈａ

ｈａ

④　区域内において、規模縮小などの意向のある農地面積の合計 ｈａ

⑤　区域内において、今後農業を担う者が引き受ける意向のある農地面積の合計 ｈａ

（参考）区域内における○才以上の農業者の農地面積の合計 ｈａ

　うち後継者不在の農業者の農地面積の合計 ｈａ

（２）　地域農業の現状及び課題

（３）　地域における農業の将来の在り方（作物の生産や栽培方法については、必須記載事項）

２　農業の将来の在り方に向けた農用地の効率的かつ総合的な利用に関する目標

％現状の集積率 32.6 ％ 将来の目標とする集積率 70.5

（３）農用地の集団化（集約化）に関する目標

　当地区は、新たに設定した「農用地等の区域」の大半において農業法人（㈱天松）が耕作を行っているが、全体
として後継者の不在による担い手不足状態。中心作物として水稲があるが、令和５年度現時点においては、米の
価格が低調であることから農家の利益がほぼない状態であるため、ますます農業の担い手がいない状況。
　また、イノシシやカモからの鳥獣被害の影響が大きい。
【主な作物】水稲、タマネギ等

　農業法人（㈱天松）は経営拡大の意向があるため、農地の集積集約を進めていく。また、水稲からＷＣＳ等への
高収益作物への作付転換を検討する必要がある。松島町では畜産農家が少ないが、大矢野町の畜産農家と契
約することができれば、地域一体でＷＣＳ等への転換を進める。地域一体で作付転換を行うことができれば、無人
航空機（ドローン）等による集中防除も可能であり、農作業の負担軽減も見込める。ＷＣＳ等への作付転換を図る
ためにも今後、耕作農家と畜産農家とのマッチングについて行政の協力を仰ぎたい。

（１）農用地の効率的かつ総合的な利用に関する方針

（２）担い手（効率的かつ安定的な経営を営む者）に対する農用地の集積に関する目標

（備考）

注１：①については、農業振興地域担当部局と調整の上、記載してください。
　 ２：②及び③については、農業委員会の農地台帳の面積（現況地目）に基づき記載してください。
 　３：④については、規模縮小又は離農の意向のある農地面積を記載してください。
　 ４：⑤については、区域内に特定することができない場合には、引き受ける意向のあるすべての農地面積を記載の上、
　  備考欄にその旨記載してください。
 　５：（参考）の区域内における○才以上の農業者の農地面積等については、できる限り記載するように努めてください。
 　６：「区域内の農用地等面積」に遊休農地が含まれている場合には、備考欄にその面積を記載してください。

注：「地域名」欄には、協議の場が設けられた区域を記載し、農林業センサスの農業集落名を記載してください。

区域内の農用地等面積（農業上の利用が行われる農用地等の区域） 17.16

①　農業振興地域のうち農用地区域内の農地面積 16.54

②　田の面積 16.16

③　畑の面積（果樹、茶等を含む） 0.93

目標年度 令和１６年度

市町村名
(市町村コード)

上天草市

43212

地域名
（地域内農業集落名）

合津地区

（本口・古里新田、今村、西目）

参考様式第５－２号

地域計画

策定年月日 令和7年3月27日

更新年月日
令和8年3月26日

（第1回）












